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フレームレスガラスカーテンウォールシステム及びガラスウォールシステム 

概

要

・

品

質

・

性

能 

 金属サッシ枠のない建築物外装ガラスウォールシ

ステム。従来の、強化ガラス仕様のドットポイント

システムガラスウォールは、ガラスを固定するボル

トから熱が逃げていたが、当システムは熱伝導性の

高い金属フレームや部品を外面に露出しないため、

断熱効果が高く、非強化ガラス仕様で建設コストも

安く、冷暖房コスト抑制・Co2排出量削減効果があ

る。また、工場でユニットを製作し現場で組み立て

るため、工期が短くメインテナンスが簡単。建物解

体やリフォーム等の場合、ユニットを部品ごとに分

離でき、リユース・リサイクル可能であるため、資

源循環に貢献する。 

 

用 

 

途 

(1)住宅、ビル、他建築物 技

術

移

転 

(1)形 態：特許実施権供与 

(2)相手先：問わない 

(3)地 域：国内・海外いずれでもよい 

       

実

用

化

・

情

報 

［試 作・実 験］完了 

［製造・販売実績］有り（プロトタイプ施工実績有り） 

［技術情報の提供］技術資料、パンフレット、サンプル 

             特許公報等 

［情 報 提 供 者］㈱K.office  

代表  小島 功 

[連絡先] (財)りそな中小企業振興財団 

  TEL 03-3444-9541  FAX 03-3444-9546 

特 

 

許 

 

等 

特許番号：登録第 4418792 号 

「ガラスの外装構造およびガラス外装ユニット」 
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